
































( ? ) 12）。（生まれた人たちが？）みな互いにじっと見合い13），礼儀を守り，（しかも）
和やかで、14），みな飛び上がるほど喜ぶ。智慧のある者，あるいはお）勇敢な者，それ
ぞれ程度が異なる（? ) 16) 0j 
1 ) 『平等党総jにのみ対応、文がある（293b2f.）。香川 1984:303を参照。









9) 好憲 章語義務を蓑ねた請。六綴代の文献から見える。 Krsh(1998) .175を参照。







13) 衆栂観照 難解。 f観照J(cf. HD.10.364a）はおそらくi可義学を主主ねた表環。「照Jに
も「見る，知る」の意味がある（HD.7.203b[5],GH.1368a[4], [5］）。
14) 趨義和康 「重量」は f人が実践すべき作法j，「義」は「キLに適ったlEしい行いjある
いは「正しい軌範Jの意味であろう。「議義j(c五日D.7.963b）も「和mu(c五日Dふ273b)
も古典から見える表現。本緩の加の箇所で「皆相敬愛，然相嫉憎者，皆以長幼上下，先後
言之，品盆姐盤J(3o3cis> , r盤蓋都合， i亘潟無遠，塑lm副稀J(3llcl6），「i民議無蓋，§
用識蛍，不可諌践」（315a3），「郊父如予，郊兄如弟，英不仁緊，詣盟議箆，者E無違誇j
(316b5王）とあるのを参源。




















17) 軽戯 類義認を黍ねた熟語。省訳仏典から見える表現（cf.Krsh[l998]. 335)0 r平等
党経iの f終結」（293bl3）は誤り。
18) 軽戯不信之 本経に「軽裁判言；釦とあるのを f平等党相の読みにより改める。









22) 遅娩 類義学を重ねた表現。仏典から見える。 HD.10.1235aは？敦燥変文集jからの
例を採っている。
23) 道智 訳注（ー）注（23），訳注（五）注（12）を参照。






















( ? ) 34），才能が援れ35），智慧あり，空のように虚心で36) （ひたすら）精進して願（の
成就）をめざし，途中で志を養護す37）ことは決しでなく，意志が揺らぐことは決してな
し疲れることを全く知らない38）。その時，きとりを求めているとはいえ39），外見は
















34) 和好久留 f和好Jは古典から見える表現（狂Dふ268aには f管子jの用例が採られ
ている）。「久習J(HD.l.634a Iずっと習熟しているJ）は，ここでは「ずっと殺しくして
いるjの意味か。 5平等党経iの「文習」は誤り。
35) 才猛 訳注（二）注（69）で「才猛jを「才能と勇気があるJと考えたが， f才能が
優れている」の意味か。注（25）参照。
36) 志若虚空 この表現は他の仏典にも見える。康｛首会訳？六度集綬Jr督有繭菩稜，志



















40) 遅緩 同義語を重ねた表現。 HD.10.1237bには？後渓誉jなどの湾側が採られている。









44) 中表招緩 「中表」は訴に「主主若返緩。盗事罰急疾」とあった f内」と f外」を言い挨
えた表現。この意味の用タuは辞書類にない（cf.廷D.l.592a）。
45) 良然厳整 f殿毅jは向義学を黍ねた表現。辞書には晋代 f後渓紀jなどの例が採








49) 妹好 大正裁は「殊好jと誤る。「妹好jは類義字を重ねた表現。 Krsh(1998) .417, 
Krsh (2001) .249, 422を参照。
50) 和正 日Dふ266aに f太玄綬jの仔uが挙げられている。
51) 不誤傾邪 「｛婆邪」は同義字を重ねた表現o HD.l.1644bに ri美香iなどの例が挙げら
れている。
52) 道法 Krsh (1998) .88; Krsh (2001) .62を参照。支婁迦識訳？道行般若絞jにも
「其入不尊重摩認毅若波羅蜜者，……復数学鈴経，表向羅漢，弊支側道法J（大正8巻，
427h4), r有率絞若波経後者，亦知俗法，復知進法J(447all）などと出る。
53) 准望 「準望」に同じ。 f准J「準」「望」は「向かい合う」あるいは「目指すjとい
う同義字。 GH.1303b(24) I準，望jとあり， LXZZ.528a「滋，希也Jとあるのを参日言。








＼の意味であろう。 DWYC.424= DBJ. 1182 (68）は 5敦燥変文jから「翠むjの意味の
「準望jを用例を採っている。智類？妙法議務経玄義Jr第一向僧祇劫，？言離女人身，亦不
良知念作係，不作偽，準車二采f立」（大正33巻， 729b26）の「準姿jも河じ意味。
54) 賠経約令 この f約」は f依拠する。従うJの意味。 GH.1712alこは「約， f衣也j「約，
イ衣約也Jr主幹依3主事臼約jなどの解釈が51かれている。




































の72）すべてに及んでいる（ ? ) 73）。（輪遡を）越えて解脱し74），さらに進んで淫撲に
入り，明るさという点において覚りそのものと永久に等しくなり 75），あるがままに
（その覚りそのもの）を保ち続ける76）ことができる77）。 78）患いのままで，嬉々として，
63) 鹿祭E足立 「虚無」は訳注（三）注（39）を参照。本経の宋版などには f虚空無:U:J
とある。
64) 銭安無欲 本経には「恢安禁欲Jとあり， f平等党経jには「淡安無欲J(293c2）と
あるが，おそらく「恢」は「淡Jの誤り。「t炎J( ＝「淡J）は「安jと類義。 GH.805aに
引く？類綴Jrt炎，安也jを参照。




67) 含哀慈惑，精進 慈悲と精進を緩み合わせた f慈心精進J（慈しみをもって精進する）
という，本経に綴出する表現（308a27,28, 309c-l, 310a20, 310c13）を参照。
68) 議議都合 「藤義jは注（14）を参照。




















「保守之jというのに等しい）。「相jのこの用法については， HD.7.1135b< 3 > er史認jな
どの例を挙げている）やGHX.646・647er誇経if渓王寺jなどの例を挙げている）を参照。
















































( ? ) 83）。自然には根本があり（? ) 84)' （それが）自ずから五（色）の光になり 85)'
五（色）の光は九色になり，九lg（の光）が交じり合って自転し，あまたに変化する









































































101) 霧〈祭〉祭脊盤 底本には f幾」がないが， E写山石絞本・ ＊I援などにより被う（
5無登美子絞J）。







Coblin = W. South Coblin, A Hαndbook of Eαstern Hαn Sound Glosses, Hong Kong 1983 
(The Chinese University Press) . 
DBJ = Dunhuangbianwen JiaozhU敦鍾愛文校注， E王国ngZheng黄征 andZhag Yongquan張
i渇泉，北京 1997（中華書局）．
DWYC = Dunhuang Wenxian Yuyan Cidiiin敦健文款語言詞凡日d.Jiang Lihong王寺護隊杭州
1994 （杭州大学出版社）．
GH=G立xunHuizuiin 放認II~震纂， ed. Zong Fubang宗裕邦，ChenShinao際世銭，XiaoHaibo議
話手波，北京2003（商務印書館）．
GHX = Gudaihiinyu XUci Cidiiin r古代漢語虚弱詞典j中沼社会科学院誇言研究所古代漢詩研究
議選言，北京1999（硲務印書館）．
HD = Hanyu Dacidiiin fl英語大認Jll~j，会13部f，上海， 1986・1994 （渓誇大詞典出版社）．
Krsh (1998) = A GlossαヮofDhαrmαrakf?a’s Trαnslαtion of the Lotus Sutra IE法華経認典，
Seishi Karashima, Tokyo 1998, The International Research Institute for Advanced 
Bud必iology,Soka University (Bibliotheca Philologica et Philosophica Buddhica I) . 
Krsh (2001) = A Glossary of Kumar句wα’sbαnslαtion of the Lotus Sutrα妙法蓮華経認典，
Seishi Karashima, Tokyo 2001, The International Research Institute for Advanced 
Bud必10logy,Soka University (Bibliotheca Philologica et Philosophica Buddhica N) . 
IぷZZ= Lunheng Xungu Zrliao Zuiinji議衡認Ii誌資料纂轄，楊'.i:忠・馬金王子撰，保定 2002 （河
北大学出版社）．認
MC = Middle Chinese （表記方法はCoblin1983: 41に準拠する）
Skt = Sanskrit 
藤図 1970＝藤間宏遠？原始浄土思想の研究j，東京 1970 （岩波芸書店）．
香川 1984＝香川孝雄？無量議経の諸本裁照研究j，京都 1984 （永田文畠主主）．
香川 1993＝香川孝雄？浄土教の成立史的研究j，東京 1993 （山喜房偽書林）．
森訳＝山口議，桜部建，森三樹三郎訳？浄土三部経J（大衆仏典6），東京 1981（改訂版） （中
央公論社）．
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